






研究目的 

母体から児に移行した,甲状腺刺激ホルモン受容体抗体(TRAb)は,TSH の甲状腺刺激作用を

阻害して,一過性甲状腺機能低下症を惹起することが知られている。今回,新生児クレチン

症マススクリーニングにおいて,濾紙血 TSH はスクリーニング時に高値を示しながら,呼び

出し時には TSH が正常化している偽陽性例において,この TRAbが関与するか否かを明らか

にする目的で,偽陽性例の TRAb の検討を行なったので報告する。 


